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債権管理に関する助言・指導を行う。

Ｒ１

〔基準〕 a：上回って（前倒しで）達成  b：達成  ｃ：概ね達成  ｄ：未達成Ｈ３０の達成度

Ｒ１の達成度 c 〔基準〕 a：上回って（前倒しで）達成  b：達成  ｃ：概ね達成  ｄ：未達成

Ｈ３０～Ｒ１の達成度 c 〔基準〕 a：上回って（前倒しで）達成  b：達成  ｃ：概ね達成  ｄ：未達成

新型コロナウイルス感染症の影響により、納付を猶予したり年度内徴収に向けた取り組みが十分にできな
かったりしたため、一部の債権で徴収率の目標を達成できなかった。
引き続き、適正な債権管理に向けて、全庁的に債権管理のスキルを向上する必要がある。

〔基準〕 Ｓ：優良　Ａ：良好　Ｂ：普通　Ｃ：不良

c 〔基準〕 a：上回って（前倒しで）達成  b：達成  ｃ：概ね達成  ｄ：未達成

Ｈ３０～Ｒ２の達成度 c 〔基準〕 a：上回って（前倒しで）達成  b：達成  ｃ：概ね達成  ｄ：未達成
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Ｈ３０

Ｒ１

　市民負担の公平性を確保するため、債権所管課での計画的な債権回収等を通じて、より一層、適正な債
権管理を進める。

Ｈ３０

Ｒ２

債権所管課での債権回収は、概ね計画通り進捗している。また債権管理の研修や相談を通じて、適正な債
権管理を進めている。

債権所管課での債権回収は、一部の債権を除き計画未達成となった。
債権管理の研修や相談を通じて、適正な債権管理を進めている。

Ｒ２

各債権の計画的な債権回収等を通じた債権管理を推進する。

継続実施

評価

百万円

Ｒ２の達成度

債権所管課での債権回収は、一部の債権で未達成となったが、概ね達成できた。
債権管理の研修や相談を通じて、適正な債権管理を進めている。
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2-2-9 取組項目名 適正な債権管理の推進

継続実施


